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1．は じめに

　気 象庁 で は 防災気象情報 の 高度化を目的 に 、2004年 9月
に 、 気象庁非静力学 モ デル （NHM ）を静力学モ デル （MSM ）に

代 え て現 業 化 す る 。 MSM を含 め 、現在 の 現業数値予 報モ デ

ル は プリミテ ィブ方程 式 系 で あるが 、今回、初めて 非静力学

方程式 に 基 〈モ デル による現業予報を行うこ とに なる。
　NHM の 最近の 改 良に つ い て は 2004年 春季 大 会（藤 田 他 、
斉藤、熊谷他）で報告した。ここで は、現業シス テ ム の 概要 と、
現業化 に 先立っ て 行 っ た 実験 運 用 の 結 果 を、MSM と比 較 し

て 紹介する。なお、現業予報 に おい て は、NHM もMSM もメソ

数値 予 報 モ デ ル （MSM ＞と称す るこ ととして い るが、本 稿 で は

区 別 を 明 らか に す るた め に、こ れまで と同 様、NHM 、MSM と

する 。

2．現 業化 の 概要

　NHM の 現業 化 に 当 た っ て 、格子数（36tx289x40）や水 平 解

像度（10km）、予報時間（18 時間）など は 従来ど おりで あり、数
値 予 報 シス テ ム 上 は 、MSM との 置き 換え に よ る。表 1に 、現
業用 NHM とMSM の 仕様を示す 。

　解析 シ ス テ ム （メソ4次 元 変 分 法 ）に は 、MSM とその ア ジョイ

ン トモ デ ル を用 い るが 、その 他 の 部分 も含め 、今 回 は 変 更 し

な い 。 ま た、解析シ ス テ 厶 の 運用もこれまで 通 りで、データカ

ッ トオ フ 時間 は50分 、境 界 値 に は 、　06，12UTC 、及 tSt8POUTC
初 期 値 の それ ぞれ に 対し、00U丁C及 び12UTC 初期値の 領域

予報（RSM）を用 い る 。

　18時間 予 報 の 計 算 時 間 は 日立 SR8000 ／E1の 40ノ
ードを用

い て、MSM は 20分 以 内の とこ ろ、NHM に は約22分を要する。
この 延長分 は 、ジョブス ケ ジュ

ール の 組 替 えで吸収し、プロ ダ

クトの 提供 に 影 響 が 及 ばない ようにす る。

3．予 報精度

　現 業 化 に 先 立っ て、2004年3月 か ら8月 まで 試験運用を行

っ た。この 結果、循環場、降水 予 測 精度の 改善 が 確認 で きた。
図 1は各 レ ベ ル の 高度 場 の 、メソ 解析 に 対す る RMSE で、
NHM は MSM と同程度以 上 の 精度で ある。図 2に は 、4，5，6月 の

20km 格子 に 対する3時間積算降水量 の 降水 予 測 ス コ ア を示

す 。 ス レットス コ ア で もバ イア ス ス コ ア で も、NHM はMSM に 対

し強 雨 域 で 改善し、弱 雨 に対 して は 同 程度 以 上 で ある。
　図 3に 、NHM によ る降 水分 布 が MSM よ りも現実に 近 づ い た

事例 として 、強 風 時 の 大 雨 の 例を示 す 。 こ の 例 で は、台 風 第

6号 が西 日本 を横 断 した 際 の 降 水 分 布 で 、NHM で もMSM で も

紀伊 山地 の 風 上 側に 地 形 性 の 降水 の 強 まりが 予 測 され て い

るこ とが分 か る。しか し、破線 で 示 した領域 で は NHM で の み

風 下 側 に 降水を予 測 して お り、これ は レーダー・ア メダス 解析

雨量 ともよくあっ て い る 。 こ の 降水 は 、雲微物理過程

に お い て 、雲 水 、雨 水 な どが 強 風 で 流され る こ とが

NHM で 適切 に 扱われるか らと考 えられる．同 様 の こ と

が、冬季の 寒 気吹き出 し時の 降雪 予 測に も見 られる。

4．今 緩 の 計 画

　水 平 解像度 10km で の NHM の 性能 は、総合 的 に 見

て MSM と同 程度 以 上 で ある。2006年 3月 に 予定される

次期計算機 シス テ ム で は 、水平解像度を5km に 強 化

して 予 報 糟 度 の 改 善 を図 る。ま た、予 報 の 頻 度 を4回

から8回 に し、よ り高 い 頻度 で 予 報を行 うこ とに よ る、

ライフタイム の 短 い 現象に 対する精度向上 を図 る。

表 1 現 行MSM と現 業用NHM との 仕様 の 比 較

MSM 現 業用NHM

格子 間隔 10km 同 左

格 子数 361x289 　x　40 同左

予 報時間 18時間 同 左

初 期時刻 OO，0612 ，18UTC 同 左

初 颶 値 ・側面

境 界値

メソ4次 元 変分 法・
RSM 予報 値

同 左 、雲 物理 量 をサ イクル 化

基礎方 程 式 静水 圧 近 似 完 全 圧 縮方程式 系

水 平離散 化 ス ペ クトル 法 有限差 分 法

移流 項 変換 法 4次フ ラックス 形式、移流 補正

音波 の 扱い なし ス　リッ ト・イクス プリシッ ト

重力 波の 扱い セ ミイン プ リシ ット ス プリット
・
イクス プ リシッ ト

雲 物理 過 程 な し（大 規 模 凝 結 ） Qc ．Qci，Qr，Qs 　Q を予 報

積雲 対流
荒 川

一
シ ュ

ーバー
ト十

湿 潤 対流 調 節
KairFri 辷sch ス キー厶

放射 の 雲量 Qvか ら診断 同左

境界 層 ノン ローカル ノンロ ーカル 性を考慮

地 面温度 地 中に 4層 同左

乱流 レベル 2 乱 流エ ネル ギーを診 断
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図 1 高度場の 対 解析RMSE 。横 軸 は 誤 差 の 大

　 きさ、縦 軸は 高 度で 、NHMO6 及びMSMO6 は

　 NHM とMSM の 6時間予 報の 精度を示 す 。

　 NHMt8 及びMSM18 も同様。
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図2NHM とMSM の 降水量 予測精度。20km格子 に対 する3
　 時 間 積 算 降水 量 を レ

ーダー・
アメダス解 析雨 量で 検証 。
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図32004 年6月21 日 午前3時を初 期値 とする9時 間予報 による前 3時間 降

　 水 量 e 左 ：MSM 、中 ：NHM 、右 ：対 応す る21 日正 午 の レ ーダー・
ア メ

　 ダス 解 析雨 量（R／A｝。太 破 線 で降水 予 測 に 差が ある領域（紀伊山 地

　 の風 下 側 ）を示 す。
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